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Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
９
「
蘇
東
坡
」
採
訪
事
前
回
答
と
臨
書
「
黄
州
寒
食
詩
巻
」

河　

内　

利　

治
（
君　

平
）

T
oshiharu

（K
unpei

）K
aw
achi

　

二
〇
一
六
年
六
月
十
八
日
（
土
）、
東
京
神
田
に
あ
る
（
株
）
栄
豊
斎
に
て
、

「
蘇
東
坡
」
の
制
作
会
社
「
央
視
紀
録
国
際
伝
媒
有
限
公
司
」
の
採
訪
（
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
）
と
撮
影
を
受
け
ま
し
た
。
十
時
か
ら
十
二
時
ま
で
が
採
訪
、
十
三

時
半
か
ら
十
六
時
ま
で
臨
書
授
業
の
撮
影
と
い
う
二
部
構
成
で
し
た
。
採
訪
と

撮
影
は
、
中
国
中
央
電
視
台
紀
録
片
（
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
チ
ャ
ン
ネ
ル
９
）
の
一
環
で
、

九
月
に
は
そ
の
「
特
集
編
」
二
十
一
分
番
組
が
放
映
さ
れ
ま
し
た①

。
採
訪
で
の

質
問
事
項
が
先
に
メ
ー
ル
で
送
付
さ
れ
、
そ
の
回
答
を
返
信
し
ま
し
た
。
そ
れ

を
記
録
と
し
て
留
め
て
お
き
た
い
と
思
い
、
加
筆
修
正
し
ま
し
た
。
質
問
は
全

部
で
21
項
目
あ
り
ま
し
た
が
、
11
番
か
ら
20
番
の
質
問
は
絵
画
に
関
す
る
事
柄

で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
省
略
致
し
ま
す
。

１
．�

先
生
の
心
の
中
で
、
蘇
東
坡
は
ど
の
よ
う
な
人
だ
と
思
い
ま
す
か
。
─
─

蘇
東
坡
は
、
憧
憬
の
文
人
で
す
。
天
才
に
し
て
、
散
文
・
詩
詞
・
書
画
の
オ

ー
ル
ラ
ン
ド
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
す
。
宋
代
の
文
化
精
神
の
典
型
で
あ
る
だ
け
で

な
く
、
中
国
文
化
を
代
表
す
る
文
人
の
一
人
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

２
．�

蘇
東
坡
の
書
作
品
で
、
先
生
の
一
番
好
き
な
作
品
は
何
で
す
か
。
─
─
現

在
、
台
北
故
宮
博
物
院
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
行
書
「
黄
州
寒
食
詩
巻
（
寒
食

帖
）」
が
一
番
好
き
で
す
。
日
本
に
所
蔵
さ
れ
る
作
品
で
は
「
李
太
白
仙
詩

卷
」（
大
阪
市
立
美
術
館
）
も
好
き
で
す
。
尺
牘
に
も
数
多
く
素
晴
ら
し
い

作
品
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
楷
書
で
は
「
赤
壁
賦
」
で
し
ょ
う
か
。
肉
筆

（
墨
跡
）
以
外
に
も
専
帖
の
『
成
都
西
楼
帖
』
は
佳
い
も
の
で
す
よ
。

３
．�「
黄
州
寒
食
詩
巻
」
が
日
本
の
収
蔵
家
に
よ
っ
て
収
蔵
さ
れ
た
物
語
を
ご

紹
介
頂
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
─
─
数
奇
な
運
命
を
辿
っ
た
名
品
で
す
。

「
寒
食
帖
」
は
、
歴
代
の
皇
帝
に
よ
り
所
持
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
乾
隆
十

年
（
一
七
四
五
）
に
乾
清
宮
に
収
蔵
さ
れ
ま
し
た
が
、
清
末
期
に
は
円
明
園

に
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
一
八
六
〇
年
に
英
仏
連
合
軍
が
円
明
園
を
攻
撃

し
た
と
き
、
あ
や
う
く
本
詩
巻
も
一
緒
に
焼
失
す
る
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
幸

い
に
も
略
奪
さ
れ
て
民
間
に
流
失
し
て
い
た
た
め
焼
失
を
免
れ
ま
し
た
。
本

詩
巻
下
端
の
焼
け
焦
げ
は
、
こ
の
時
の
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
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一
九
二
二
年
（
大
正
十
一
）
に
、
日
本
人
の
豪
商
菊
池
晋
二
（
惺
堂
）
の
所

有
と
な
り
、
翌
一
九
二
三
年
九
月
一
日
に
関
東
大
震
災
が
発
生
し
、
東
京
は

一
瞬
に
し
て
火
の
海
と
な
り
ま
し
た
。
菊
池
惺
堂
氏
は
「
寒
食
帖
」
を
身
を

挺
し
て
命
が
け
で
持
ち
出
し
た
こ
と
に
よ
り
、
大
火
か
ら
名
品
を
守
っ
た
こ

と
で
有
名
に
な
り
ま
し
た
。
奇
跡
的
に
ま
た
も
や
焼
失
を
免
れ
た
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
本
詩
巻
末
に
日
本
人
学
者
の
内
藤
虎
次
郎
（
湖

南
・
京
都
帝
国
大
学
教
授
）
が
詳
細
に
書
い
て
い
ま
す
。
一
九
四
八
年
か
ら

四
九
年
ご
ろ
に
外
交
部
長
の
王
世
杰
氏
が
買
い
取
り
、
一
九
五
〇
年
に
台
北

に
渡
り
ま
し
た
。
一
九
八
七
年
に
台
北
故
宮
博
物
院
に
寄
贈
さ
れ
今
日
に
至

り
ま
す
。
こ
の
間
に
、
二
玄
社
が
複
製
本
を
制
作
し
て
い
ま
す
（
昭
和
五
十

四
〔
一
九
七
九
〕
年
十
二
月
十
五
日
）。
二
〇
一
四
年
（
平
成
二
十
六
）
六

月
か
ら
八
月
ま
で
、
東
京
国
立
博
物
館
で
特
別
展
『
台
北
國
立
故
宮
博
物
院

─
神
品
至
宝
─
』
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
で
す
ね
。
一
九
三

七
年
に
京
都
で
初
公
開
さ
れ
て
以
来
の
公
開
と
な
り
、
日
本
と
の
関
係
浅
か

ら
ぬ
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
自
身
は
、
す
で
に
台
北
故
宮
で
実
見
し
て

い
ま
し
た
が
、
後
期
展
示
の
本
詩
巻
を
参
観
に
行
き
ま
し
た
。
今
も
縦
画
を

長
く
伸
ば
し
た
「
年
」「
中
」「
葦
」「
帋
（
紙
）」
の
字
を
ハ
ッ
キ
リ
覚
え
て

い
ま
す
。

４
．�「
寒
食
帖
」
に
お
け
る
「
卧
聞
海
棠
花
、
泥
汚
燕
支
雪
」
と
言
う
句
の
中

で
、「
花
」
と
「
泥
」
の
文
字
が
互
い
に
繋
が
り
、
一
気
に
書
い
て
い
ま
す
。

艶
や
か
な
花
が
地
に
沈
ん
で
い
る
こ
と
は
、
蘇
東
坡
の
高
貴
か
ら
卑
し
さ
ま

で
転
換
し
た
過
程
を
映
す
と
言
わ
れ
ま
す
。
こ
の
見
方
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
お
考
え
に
な
り
ま
す
か
。
─
─
文
学
的
に
考
え
る
と
そ
う
言
え
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
書
法
か
ら
見
る
と
そ
う
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
む

し
ろ
「
迷
い
筆
」
に
見
え
ま
す
。「
花
」
の
終
画
「
匕
」
の
左
下
へ
の
跳
ね

は
、
通
常
は
「
さ
ん
ず
い
」
の
一
点
目
へ
と
ス
ム
ー
ズ
に
連
続
す
る
の
で
す

が
、
左
下
に
真
っ
す
ぐ
落
と
し
て
か
ら
持
ち
上
げ
、
う
ね
る
よ
う
に
「
さ
ん

ず
い
」
の
一
点
目
に
下
か
ら
入
筆
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
書
き
方
は
、

「
迷
い
筆
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

５
．�「
寒
食
帖
」
に
お
い
て
「
但
見
烏
銜
紙
」
及
び
「
破
灶
焼
湿
葦
」
と
書
い

た
句
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
ま
す
か
。
こ
の
句
か
ら
ど
の
よ
う

に
蘇
東
坡
の
感
情
を
お
感
じ
に
な
り
ま
す
か
。
─
─
詩
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
、

「
食
べ
物
も
無
く
、
壊
れ
た
釜
戸
に
湿
っ
た
葦
草
を
く
べ
て
、
た
だ
野
菜
を

煮
炊
き
し
、
カ
ラ
ス
が
紙
銭
を
銜
え
て
飛
ん
で
行
く
の
を
見
て
、
は
じ
め
て

寒
食
節
だ
と
知
っ
た
」
と
、
非
常
に
生
活
に
困
窮
し
た
様
子
が
歌
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
書
字
に
は
大
小
と
軽
重
の
変
化
や
、
長
く
引
っ
張
っ
た
細
身
の
縦

画
が
あ
り
、
う
ら
寂
し
い
感
じ
が
し
ま
せ
ん
。
私
は
文
学
作
品
が
持
つ
叙
情

性
や
思
惟
性
と
、
書
法
作
品
が
持
つ
叙
情
性
や
思
惟
性
は
直
結
し
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
「
詩
意
（
詩
情
）」
と
、「
書
意
（
書
境
）」
が
百
パ

ー
セ
ン
ト
一
致
す
る
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
一
言
で
言
え
ば
、
次
の
よ
う
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に
な
り
ま
す
。

　「寒
食
帖
」
＝
心
は
自
由
で
曠
達
・
詩
は
蒼
涼
で
困
憂
・
書
は
闊
達
で
豪
放

　

心
（
心
情
／
心
意
／
「
象
」）
を
詩
（
言
葉
／
文
字
／
「
形
」）
に
し
、
そ

れ
を
書
と
し
て
書
く
。
書
は
作
者
の
「
心
」
の
表
出
で
あ
り
、
詩
を
媒
介
に

し
て
、「
書
」
と
し
て
表
出
さ
れ
る
。
よ
っ
て
「
心�

⇩�

詩�

⇩�

書
」
と
い
え

ま
す
。
書
は
、
詩
を
書
く
が
、
傑
作
と
さ
れ
る
名
品
は
、
か
な
ら
ず
作
者
の

心
が
表
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
蘇
東
坡
は
、
黄
州
に
お
い
て
困
窮
辛
酸
の
生
活

を
送
り
な
が
ら
、
心
は
政
争
か
ら
解
放
さ
れ
て
自
由
で
あ
り
、「
曠
達
」
の

境
地
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。
二
首
の
詩
は
蒼
涼
多
情
で
困
憂
惆
悵
で
す
が
、

書
は
極
め
て
自
由
闊
達
で
「
豪
放
」
で
す
。

６
．�

ど
う
し
て
後
世
の
人
は
唐
宋
の
書
の
特
徴
を
「
唐
人
尚
法
、
宋
人
尚
意
」

で
総
括
し
ま
し
た
か
。
つ
ま
り
唐
の
書
が
規
範
を
尊
重
し
な
が
ら
、
宋
の
書

が
意
志
を
尊
重
す
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
宋
の
書
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な

変
化
が
起
き
ま
し
た
か
。
─
─
簡
単
に
言
え
ば
、
書
体
の
完
成
か
ら
書
風
の

形
成
へ
と
時
代
が
変
遷
し
た
と
言
う
事
で
す
。
唐
代
に
楷
書
体
が
完
成
し
て

以
後
、
新
し
い
書
体
は
今
日
ま
で
生
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
科
挙
の
答
案
に
書

く
為
の
小
楷
は
規
範
と
し
て
定
型
化
し
、
そ
れ
が
基
に
活
字
が
生
ま
れ
今
日

ま
で
続
い
て
い
ま
す
。
一
方
、
王
羲
之
や
顔
真
卿
の
よ
う
に
、
自
作
の
詩
歌

や
文
章
を
綴
る
場
合
に
は
、
広
汎
に
行
草
体
が
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
日
常
の

出
来
事
か
ら
芸
術
言
語
ま
で
全
て
に
お
い
て
普
及
し
ま
し
た
。
文
人
が
自
身

の
「
意
（
思
想
・
人
品
・
人
格
の
総
体
）」
を
表
出
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

っ
た
の
で
す
。
そ
の
代
表
が
蘇
東
坡
で
す
。

７
．�「
寒
食
帖
」
に
お
い
て
表
出
さ
れ
た
蘇
東
坡
の
拘
束
さ
れ
な
い
自
由
な
個

性
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
ま
す
か
。
こ
の
表
象
の
裏
に
何
が
あ

り
ま
す
か
。
─
─
私
は
何
に
も
拘
束
さ
れ
な
い
自
由
な
個
性
を
、
高
く
評
価

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
す
で
に
５
の
質
問
で
答
え
ま
し
た
が
、
蘇
東
坡
の
心

は
「
曠
達
」
で
す
。
蘇
軾
の
本
性
が
「
豁
達
豪
放
、
情
感
細
膩
」
で
あ
り
、

苦
難
の
人
生
体
験
の
中
で
も
、
常
に
心
は
曠
達
だ
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

の
人
生
態
度
は
、
文
人
の
生
き
方
の
典
型
と
な
っ
て
思
慕
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

８
．�

世
間
の
人
が
蘇
東
坡
の
書
を
皮
肉
っ
た
際
、
黄
庭
堅
は
ど
の
よ
う
な
観
点

で
意
見
を
述
べ
ま
し
た
か
。
─
─
蘇
東
坡
の
楷
書
は
、
唐
代
の
楷
書
に
似
ず
、

字
形
が
扁
平
で
左
下
に
傾
斜
し
、
筆
法
は
自
然
で
行
書
の
筆
意
を
帯
び
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
懸
腕
で
は
な
く
提
腕
で
書
い
て
い
る
た
め
、「
左
が
秀
で

て
右
は
枯
れ
る
」
と
批
判
さ
れ
ま
す
。
黄
山
谷
は
、「
余
謂
東
坡
書
、
学
問

文
章
之
気
。
鬱
鬱
芊
芊
、
発
於
筆
墨
之
間
、
此
所
以
他
人
終
莫
能
及
爾
。

（
東
坡
の
書
は
、
学
問
・
文
章
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
「
気
」
で
あ
る
と
考
え

る
。
そ
の
盛
ん
な
気
が
、
筆
墨
の
間
に
発
せ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
他
人
に
は

結
局
真
似
で
き
な
い
の
で
あ
る
。）②

」
と
東
坡
の
書
を
評
価
し
ま
し
た
。
東
坡

の
書
を
「
翰
林
侍
書
之
縄
墨
尺
度
（
官
僚
の
規
矩
遵
守
の
楷
書
）③

」
で
も
っ
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て
批
判
す
る
の
は
、
書
が
表
面
的
に
し
か
見
え
な
い
輩
の
基
準
で
あ
り
、
学

問
（
人
格
）
と
文
章
（
芸
術
）
の
「
気
」
を
書
け
る
の
は
東
坡
だ
け
で
あ
る

と
は
っ
き
り
言
っ
て
い
ま
す
。
二
王
、
顔
真
卿
、
楊
凝
式
な
ど
の
古
典
を
熟

練
し
て
、
自
身
の
骨
肉
と
化
し
た
裏
付
け
の
あ
る
「
書
」
で
あ
る
点
を
見
逃

し
て
は
成
り
ま
せ
ん
。

９
．�

蘇
東
坡
と
黄
庭
堅
の
各
自
の
特
徴
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
。
こ
れ
に
対
し

て
二
人
は
何
か
冗
談
を
言
い
ま
し
た
か
。
─
─
相
互
に
両
者
の
書
を
批
評
し

合
っ
た
話
が
あ
り
ま
す
。
蘇
軾
は
黄
山
谷
の
書
を
「
木
の
梢
に
引
っ
か
か
っ

た
蛇
」
だ
と
言
い
、
黄
山
谷
は
蘇
軾
の
書
を
「
石
に
圧
し
潰
さ
れ
た
ガ
マ
ガ

エ
ル
」
と
言
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
お
互
い
が
、
相
手
の
書
の
特
徴
を
良
く
捉

え
て
い
た
こ
と
の
証
で
す
。

10
．�

蘇
東
坡
の
中
国
の
書
に
お
け
る
最
大
の
貢
献
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
。
蘇

東
坡
は
初
め
て
完
璧
に
書
を
情
緒
と
人
生
観
の
段レ
ベ
ル階

に
向
上
さ
せ
ま
し
た
。

だ
か
ら
こ
そ
、
書
は
実
用
と
鑑
賞
に
価
値
を
持
た
せ
る
だ
け
で
な
く
、
人
生

に
対
し
て
共
感
で
き
る
も
の
だ
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
蘇
東
坡
の
書
に
お
け

る
自
身
の
文
字
内
容
以
外
に
、
人
を
陶
冶
し
、
そ
し
て
生
命
や
思
想
を
考
え

さ
せ
る
効
能
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
賛
成
さ
れ
ま
す
か
。
こ
の
大
き

な
超
越
し
た
蘇
東
坡
の
書
は
ど
ん
な
理
由
で
生
ま
れ
ま
し
た
か
。
ま
た
は
ど

ん
な
蓄
積
と
準
備
が
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ
ま
す
か
。
─
─
賛
成
し
ま
す
。
そ

の
理
由
は
前
述
の
５
お
よ
び
８
、
後
述
の
21
の
回
答
を
参
照
し
て
下
さ
い
。

こ
こ
で
一
点
だ
け
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
蘇
東
坡
は
「
文
人
の
骨
気
」
を
も

っ
て
い
る
た
め
、
彼
の
生
涯
を
通
じ
て
表
出
さ
れ
た
散
文
、
詩
詞
、
書
画
の

作
品
す
べ
て
が
、
最
大
の
貢
献
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
次
の
文
章
が
参

考
に
な
り
ま
す
。「
文
人
的
骨
気
、
是
霊
魂
的
骨
頭
。
一
个
人
必
先
有
霊
魂
、

然
後
才
可
能
有
骨
気
。
那
些
令
人
敬
慕
的
文
化
大
師
們
、
已
経
遠
去
。
那
時

的
他
們
、
有
知
識
、
也
更
有
情
趣
。
有
性
格
、
也
更
講
人
格
和
品
格
。（
文

人
の
骨
気
は
、
霊
魂
の
筋
骨
で
あ
る
。
人
は
霊
魂
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
骨
気

を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
。
敬
慕
さ
れ
る
文
人
た
ち
は
、
す
で
に
こ
の
世
に
い

な
い
。
当
時
彼
ら
に
は
知
識
が
あ
り
、
さ
ら
に
情
趣
が
あ
っ
た
。
ま
た
個
性

が
あ
り
、
人
格
や
品
格
を
重
ん
じ
た
。）④

」�

21
．�

蘇
東
坡
の
書
は
日
本
の
文
化
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
か
。
─

─
日
本
の
文
化
に
対
し
て
、
哲
学
思
想
史
上
、
文
学
芸
術
史
上
、
非
常
に
大

き
な
影
響
を
与
え
、
今
な
お
数
多
く
の
恩
恵
を
蒙
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

簡
単
に
言
え
ば
、「
東
坡
山
谷
味
噌
醤
油
」
の
流
行
語
、「
春
宵
一
刻
値
千

金
」
の
詩
句
、「
東
坡
同
日
生
」
の
刻
印
、「
書
は
其
の
人
の
如
し
」
の
観
照

の
４
つ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

①
「
東
坡
山
谷
味
噌
醤
油
」
の
流
行
語

　

鎌
倉
室
町
の
禅
僧
を
中
心
に
古
く
か
ら
親
し
ま
れ
て
来
た
素
地
が
あ
り
ま
す
。

「
東
坡
山
谷
味
噌
醤
油
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
蘇
東
坡
は
黄
山
谷
と
共
に
日

本
に
お
い
て
鎌
倉
五
山
の
禅
僧
を
中
心
に
広
く
親
し
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
五
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山
で
最
も
大
事
に
さ
れ
た
も
の
を
表
し
て
い
ま
す
。
家
庭
に
味
噌
や
醤
油
が
必

需
品
で
あ
る
が
如
く
、
我
々
の
精
神
・
教
養
に
は
東
坡
・
山
谷
が
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
と
言
う
の
で
あ
り
ま
す
。
室
町
時
代
に
は
今
の
よ
う
な
形
に
完
成
し
た
そ

う
で
す
。
書
の
ほ
う
は
女
手
、
男
手
が
一
緒
に
な
り
和
様
の
流
儀
書
道
が
確
立

す
る
こ
ろ
で
し
た
。
そ
の
穏
や
か
に
治
ま
ろ
う
と
す
る
実
用
の
書
に
対
抗
す
る

に
ふ
さ
わ
し
い
書
が
、
黄
山
谷
を
学
ん
だ
、
墨
蹟
と
称
さ
れ
る
禅
僧
の
書
で
し

た
。
侘
び
茶
が
形
を
整
え
こ
の
墨
蹟
が
茶
が
け
の
第
一
と
さ
れ
た
の
は
禅
の
教

え
を
つ
た
え
た
僧
侶
へ
の
尊
敬
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
な
お
「
墨
蹟
」
と
い
う

言
葉
は
日
本
で
は
僧
侶
、
た
い
て
い
は
禅
僧
の
書
を
さ
し
、
中
国
で
は
僧
に
限

ら
ず
全
て
の
書
を
言
い
ま
す
。

②
「
春
宵
一
刻
値
千
金
」
の
詩
句

　

蘇
東
坡
の
漢
詩
句
に
親
し
ん
で
来
た
中
国
文
化
か
ら
の
恩
恵
が
あ
り
ま
す
。

「
春
宵
一
刻
値
千
金
」
の
句
は
人
口
に
膾
炙
し
て
い
ま
す
。
林
語
堂
の
『
蘇
東

坡
』
を
読
む
と
、
彼
ほ
ど
民
衆
に
愛
さ
れ
た
詩
人
は
居
な
い
と
言
っ
て
い
ま
す

が
、
実
際
彼
は
学
識
が
深
く
抜
群
の
才
能
を
持
ち
な
が
ら
、
決
し
て
威
厳
ぶ
る

こ
と
な
く
ユ
ー
モ
ア
を
愛
し
、
誰
と
で
も
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
付
き
合
う
庶
民
性

を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

「
春
夜
（
春
の
夜
）」
詩

春
宵
一
刻　

値
千
金　

花
に
清
香
あ
り　

月
に
陰
あ
り　

歌
管
楼
台　

声
細
　々

鞦
韆
院
落　

夜
沈
々

　

個
人
的
に
は
杭
州
の
風
景
が
重
な
り
ま
す
。
沙
孟
海
先
生
の
「
蘇
堤
」
題
字

と
蘇
軾
の
詩
も
有
名
で
す
。

「
飲
湖
上
初
晴
後
雨
（
湖
上
に
飲
す�

初
め
は
晴
れ
後
に
雨
降
る
）」
詩

水
光
瀲
艶
と
し
て
晴
れ
て
方
に
好
し　

山
色
空
濛
と
し
て
雨
も
亦
た
奇
な

り
�　

西
湖
を
把
っ
て
西
子
に
比
せ
ん
と
欲
す
れ
ば　

淡
粧
濃
抹
総
べ
て
相
い
宜
し

③
「
東
坡
同
日
生
」
の
刻
印

　

書
道
関
連
の
無
数
の
印
刷
物
に
必
ず
と
い
っ
て
良
い
ほ
ど
収
録
さ
れ
、
現
代

書
人
の
評
語
が
附
さ
れ
ま
す
。
一
例
を
挙
げ
て
お
き
ま
す
。

・『
書
品
』
14
号
「
蘇
東
坡
寒
食
帖
」
松
井
如
流　

一
九
五
一

・
二
玄
社
『
書
道
講
座
②
』
青
山
杉
雨
「
行
書
の
歴
史
」
一
二
四
頁　

一
九
七

一
・『
書
論
』
５
号
「
特
集�

蘇
東
坡
と
そ
の
周
辺
」
一
九
七
四

・『
書
論
』
20
号
「
特
集�

昭
和
壬
戌
赤
壁
記
念�

蘇
東
坡
に
関
す
る
書
画
資
料

展
」
一
九
八
二

　

日
本
で
は
「
赤
壁
会
」「
寿
蘇
会
」
が
江
戸
時
代
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
八
〇
二
年
（
享
和
二
年
壬
戌
）
柴
野
栗
山
を
中
心
と
す
る
「
赤
壁
」
に
因

む
詩
歌
の
応
酬
あ
り
。

　

一
八
六
二
年
（
文
久
二
年
壬
戌
）
池
内
陶
所
が
同
志
と
と
も
に
淀
川
に
遊
ん

で
「
赤
壁
集
字
詩
」
を
遺
す
。



─ 13─

　

一
九
二
二
年
（
大
正
十
一
年
壬
戌
）
長
尾
雨
山
が
主
唱
し
て
宇
治
で
盛
大
な

「
赤
壁
会
」
を
開
催
。

　

特
に
長
尾
雨
山
は
富
岡
鉄
斎
の
息
子
の
桃
華
と
と
も
に
大
正
か
ら
昭
和
に
か

け
て
４
回
「
寿
蘇
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

面
白
い
の
は
、
富
岡
鉄
斎
と
今
井
凌
雪
が
「
東
坡
同
日
生
」
と
い
う
印
を
使

っ
て
い
る
事
で
す
。
お
二
人
と
も
十
二
月
十
九
日
生
ま
れ
だ
か
ら
で
す
。
作
品

に
実
際
に
捺
し
て
い
る
の
は
、
偶
々
同
日
生
だ
か
ら
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
や

は
り
敬
慕
の
念
が
あ
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

　

次
の
よ
う
な
参
考
文
献
が
あ
り
ま
す
の
で
是
非
参
照
し
て
下
さ
い
。

・
朝
日
新
聞
社
『
中
国
文
明
選
14
芸
術
論
集
』
福
永
光
司
「
東
坡
題
跋
」
一
九

七
一

・
上
海
人
民
美
術
出
版
社
『
蘇
軾
論
書
画
史
料
』
李
福
順
編
著
、
一
八
三
、
日

本
『
支
那
墨
迹
大
成
』、
一
九
八
八

・
同
朋
舍
出
版
『
書
学
大
系
・
碑
法
帖
33
蘇
軾
』
高
木
桑
風
「
書
法
解
説
」
一

二
五
〜
一
三
五
頁
、
一
九
八
五

・
二
玄
社
『
中
国
法
書
ガ
イ
ド
46
蘇
軾
集
』
一
九
八
八

・
講
談
社
『
今
井
凌
雪
の
書
道
｜
中
巻
｜
行
書
』
六
〇
〜
六
三
頁
、
一
九
九
五

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
『
故
宮
博
物
院
⑽
宋
・
元
の
書
』
二
〇
〜
二
一
頁
、
一
九
九
八

・
成
田
山
書
道
美
術
館
『
生
誕
百
年
赤
羽
雲
庭
』
二
〇
一
二

　

赤
羽
雲
庭
は
「
格
調
の
点
で
、
双
鉤
填
墨
で
あ
る
喪
乱
帖
と
寒
食
帖
の
ど
ち

ら
が
上
か
、
こ
れ
は
バ
ッ
ハ
と
ベ
ェ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
比
較
に
も
通
じ
る
と
思
い

ま
す
。」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

富
岡
鉄
斎
と
今
井
凌
雪
と
で
は
、
蘇
東
坡
へ
の
敬
慕
の
仕
方
が
違
う
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
基
本
技
法
習
得
（
臨
書
）
か
ら
「
率
意
の
書
」
の
応
用
表
現
（
創

作
）
へ
の
態
度
は
共
通
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

④
「
書
は
其
の
人
の
如
し
」
の
観
照

　
「
道
」
の
思
想
に
よ
る
人
生
哲
学
か
ら
文
人
志
向
へ
の
思
慕
や
、
書
論
（『
東

坡
題
跋
』
ほ
か
）
に
見
え
る
書
芸
術
創
作
の
美
学
（
美
意
識
）。「
私
の
書
は
そ

れ
ほ
ど
佳
い
と
は
い
え
ま
い
が
、
自
分
な
り
の
新
た
な
創
意
を
出
し
た
も
の
で
、

古
人
の
ま
ね
は
し
て
い
な
い
」
と
い
う
「
自
出
新
意
」
は
、
蘇
軾
の
文
芸
理
念

を
探
る
重
要
な
発
言
で
す
。
た
だ
し
決
し
て
古
人
を
否
定
し
て
は
い
ま
せ
ん
。

─
「
書
作
に
は
手
の
習
熟
が
必
要
だ
。
熟
練
し
て
こ
そ
表
現
を
さ
さ
え
る
神
気

が
充
実
し
、
作
品
に
余
韻
が
生
じ
る
の
だ
」
と
。
ま
た
甥
が
彼
の
書
を
欲
し
が

っ
た
時
、「
退
筆
、
山
の
ご
と
き
も
い
ま
だ
珍
と
な
す
に
足
ら
ず
。
読
書
万
巻
、

は
じ
め
て
神
に
通
ず
」
の
名
言
を
残
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
後
句
に
比
重
が
置
か

れ
、
前
句
に
よ
っ
て
習
練
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
い
な
い
こ
と
が
窺
わ
れ
ま
す
。

『
東
坡
題
跋
』
の
随
所
で
、
二
王
、
顔
真
卿
、
徐
浩
、
李
邕
、
張
旭
、
楊
凝
式

ら
の
書
を
称
揚
し
て
い
ま
す
が
、
誰
か
一
人
を
専
習
す
る
の
で
は
な
く
、
諸
家

の
長
所
を
吸
収
す
る
こ
と
を
、
書
作
の
根
底
に
据
え
て
、「
肉
は
豊
か
、
骨
は

勁
く
、
態
は
濃
く
、
意
は
淡
し
」
が
そ
の
書
の
特
質
と
い
え
ま
す⑤

。�
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以
上
が
、
採
訪
へ
の
回
答
で
す
。
次
に
臨
書
撮
影
に
つ
い
て
書
き
留
め
て
お

き
ま
す
。
私
自
身
は
、
二
玄
社
複
製
本
「
黄
州
寒
食
詩
巻
」
を
前
に
置
き
、
同

じ
く
二
玄
社
の
書
跡
名
品
叢
刊
本
の
各
頁
を
一
枚
に
繋
ぎ
合
わ
せ
た
も
の
を
左

横
に
置
き
、
両
方
を
見
な
が
ら
六
字
書
き
で
半
紙
全
臨
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

一
文
字
や
あ
る
字
形
の
細
部
だ
け
を
模
倣
し
て
い
る
と
、
字
間
や
行
間
は
言
う

ま
で
も
な
く
、
全
体
感
（
章
法
）
が
つ
か
め
ま
せ
ん
。
字
間
や
行
間
の
「
間

（
ま
）」
は
蘇
東
坡
の
呼
吸
で
す
か
ら
、
自
分
の
呼
吸
で
書
い
て
は
似
る
は
ず
も

あ
り
ま
せ
ん
。
今
ま
で
に
何
度
か
範
書
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
日
常
使

っ
て
い
る
台
湾
製
兼
毫
筆
を
用
い
て
、
中
鋒
に
よ
る
筆
の
開
閉
と
腕
の
提
按

（
上
下
運
動
）
の
加
減
を
確
か
め
な
が
ら
練
習
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
字
形
に

注
意
し
ま
す
が
、
そ
っ
く
り
書
け
る
（
形
似
・
形
臨
）
た
め
に
は
、
用
筆
が
正

し
く
な
け
れ
ば
似
ま
せ
ん
。
し
か
し
ど
う
し
て
も
蘇
東
坡
の
呼
吸
か
ら
く
る
ア

ク
の
強
さ
が
表
現
で
き
な
い
と
思
い
、
狼
毫
の
小
筆
に
持
ち
替
え
て
原
寸
大
で

半
紙
練
習
を
や
り
直
し
ま
し
た
（
小
筆
は
５
～
６
本
、
手
に
合
う
筆
を
探
し
ま

し
た
）。
紙
も
手
漉
き
の
南
山
と
い
う
半
紙
は
、
吸
収
性
が
良
く
潤
渇
が
出
す

ぎ
て
し
ま
う
た
め
、
単
宣
の
半
切
（
サ
イ
ズ
が
ほ
ぼ
ピ
ッ
タ
リ
で
し
た
）
に
数

度
全
臨
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
際
、
速
筆
で
は
な
く
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
分
で

筆
先
が
紙
に
食
い
込
む
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
書
く
こ
と
、
筆
を
傾
け
ず
に
全
て
中

鋒
（
中
正
）
で
書
く
こ
と
を
心
が
け
ま
し
た
。
当
日
の
撮
影
に
は
、
半
紙
に
用

筆
の
特
徴
を
示
し
た
も
の
を
用
意
し
て
解
説
し
、
あ
わ
せ
て
拙
作
臨
書
を
供
し

ま
し
た
（
作
品
図
版
）。
ご
笑
覧
下
さ
い
。
教
室
の
方
々
に
も
撮
影
が
決
ま
っ

て
か
ら
、
各
自
別
途
に
「
寒
食
帖
」
を
臨
模
し
て
も
ら
い
、
添
削
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
風
景
も
撮
影
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
「
蘇
東
坡
」
採
訪
事
前
回
答
と
臨
書
「
寒
食
帖
」
は
、
私
に
と
っ
て
非

常
に
良
い
学
書
経
験
を
積
ま
せ
て
も
ら
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
最
後

に
謝
意
を
記
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

① 

「
纪
录
片
《
苏
东
坡
》
21
分
钟
首
映
特
辑
抢
先
看
给
东
坡
先
生
９
８
０
年
诞
辰
最
好

的
礼
物
！
」
で
視
聴
で
き
る
（
二
〇
一
六
年
十
一
月
二
十
二
日
現
在
）。

　

 http://m
p.w

eixin.qq_biz=M
zA

w
N

D
U

xM
D

Iw
N

Q
==&

m
id=2650744

412&
idx=1&

sn=c6bb44f60809357c37e507fd35162e72&
scene=2&

sr

cid=090847zP1yJzusPRH
qS4vm

vb&
from

=singlem
essage&

isappin

stalled=0#w
echat_redirect

②
『
山
谷
題
跋
』
巻
五
「
跋
東
坡
書
遠
景
樓
賦
後
」

③
前
注
②
に
同
じ
。

④ 

二
〇
一
五
年
十
二
月
七
日
に
ア
ッ
プ
さ
れ
た
「
民
国
文
人
的
骨
气
（
図
）」
参
照
。

　
http://m

.secretchina.com
/new

s/gb/2015/12/07/594156.htm
l. 

⑤ 
西
林
昭
一
著
『
中
国
書
道
文
化
辞
典
』（
柳
原
書
店
、
二
〇
〇
九
）
五
七
六
～
五
七
七

頁
参
照
。
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